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町議会議員一般選挙結果

●当日有権者数　　３,５５８人

●投票総数　　　　３,０５７票

●有効投票　　　　３,０３０票

●無効投票　　　　　　２７票

●投　票　率　　　　           ８５.９２㌫

候補者ごとの得票数
（敬称略、得票数順）

　

当　４２６票　松本　利秋

当　３８２票　小谷　博徳

当　３７６票　中原　　明

当　３２３票　佐々木　求

当　２６０票　佐々木秀明

当　２４０票　佐々木周子

当　２２２票　松原　直人

当　２１７票　竹永　明文

当　２０３票　石田　幹暢

当　１７１票　宮田　和也

　　１６１票　生田　正明

　　  ４８票　音田　　宏
　

※按分票の小数点以下は切り捨て
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当選者の皆さん（右上から５０音順、敬称略、回数は当選回数）

【任期＝平成１９年５月２０日～平成２３年５月１９日】

竹
永　

明
文

安
原
（　

歳
）

５２

商
業
・
５
回

石
田　

幹
暢

下
榎
（　

歳
）

７０

農
業
・
７
回

中
原　
　

明

黒
坂
（　

歳
）

７１

会
社
員
・
４
回

小
谷　

博
徳

上
菅
（　

歳
）

６４

農
業
・
２
回

松
原　

直
人

根
雨
（　

歳
）

６４

無
職
・
１
回

佐
々
木
周
子

根
雨
（　

歳
）

７２

写
真
業
・
５
回

松
本　

利
秋

秋
縄
（　

歳
）

６０

農
業
・
１
回

佐
々
木
秀
明

舟
場
（　

歳
）

５５

農
林
業
・
６
回

宮
田　

和
也

本
郷
（　

歳
）

６８

農
業
・
３
回

佐
々
木　

求

高
尾
（　

歳
）

５５

団
体
役
員
・
４
回
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上の写真は全て町内で発見された不法投棄の事例です



５月２５日～６月１０日は

「日野町不法投棄防止
強化期間」

 

　まちでは、不法投棄の撲滅をめざし、

「不法投棄をしない、させない」
をスローガンに、強化期間を定めました。

期間中は、町内のパトロールなどを強化し、
不法投棄の発見・防止に取り組みます。

 

■不法投棄を発見したら
　

●役場産業振興課　　
（電話７２‐２１０１）

●黒坂警察署　　　　
（電話７４‐０１１０）

　

まで通報してください
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不
法
投
棄
と
は
、
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
な
ど
か
ら
の
ご
み
）
や
産
業
廃

棄
物
（
事
業
者
な
ど
か
ら
の
ご
み
）
を
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
わ
ず

に
山
林
や
原
野
な
ど
に
み
だ
り
に
捨
て
る
行
為
の
こ
と
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
美
し
い
景
観
を
損
な
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
廃
棄
物

か
ら
流
れ
出
し
た
有
害
物
質
に
よ
っ
て
環
境
そ
の
も
の
を
汚
染
し
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
危
険
な
行
為
で
す
。

　

町
内
で
も
、
山
林
を
中
心
と
し
て
年
間
数
件
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
大
半
は
捨
て
た
人
が
不
明
な
た
め
、
そ
の
場
合
の
廃
棄
物
の

撤
去
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
土
地
の
持
ち
主
が
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
点
で
も
不
法
投
棄
は
非
常
に
迷
惑
な

行
為
で
も
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
不
法
投
棄
す
る
と
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
っ
て
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
（
法

人
の
場
合
は
１
億
円
以
下
）
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
町
内
で
も
昨
年
１
件
が
検
挙
さ
れ
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
れ
っ
き
と
し
た
犯
罪
で
す
。
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
役

場
ま
た
は
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。



6広報ひの

■投票できる人
　投票できる人は、農業委員会選挙人名簿に登録されている人です。
  
■入場券は忘れずに
　投票に行くときは、あらかじ
め配布する投票所入場券をご
持参ください。入場券をなく
した人は、投票所の受付に申し
出てください。
　
■期日前投票 ･不在者投票
投票日に仕事や旅行の予定が
ある人、レジャーや買い物など
で投票区を離れる予定の人は
期日前投票をしておきましょ
う。
 

●期日前投票期間　
５月２３日（水）～２６日（土）
 

●投票時間　
午前８時３０分～午後８時
 

●投票場所　日野町役場
 

■問合せ　町選挙管理委員会（役場総務企画課内 )　電話７２‐０３３１

■投票区・投票所一覧
※投票区・投票時間が変更になっていますのでご注意ください

投票時間投票所施設名投票区名

午前７時～町公民館第１投票区（黒坂、下黒坂、下菅、
中菅、小河内 )

午前７時～黒坂小学校久住分校第２投票区（久住 )

午前７時～菅福公会堂第３投票区（上菅、福長 )

午前７時～奥渡公民館第４投票区（小原、別所、榎市 )

午前７時～老人憩の家第５投票区（本郷、下榎、安原、津
地 )

午前７時～山村開発センター第６投票区（根雨、三谷、貝原、舟
場、野田、高尾 )

午前７時～金持公民館第７投票区（金持、後谷 )

午前７時～板井原公民館第８投票区（板井原 )

午前７時～町青年の家第９投票区（濁谷、秋縄、門谷、三
土 )

５月２２日(火)告示 町農業委員選挙
５月２７日 ( 日 )投票予定

 

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

 



　

大
会
前
日
は
、
千
葉
真
子
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
土
）

２８

午
後
７
時
～
（
午
後
６
時
開
場
）

会
場　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
命
を
輝
か
す
人
間
」

参
加
費　

無
料
（
要
整
理
券
）

整
理
券
の
申
込
み
・
問
合
せ　

Ｄ

ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
事
務
局
（
電
話　

‐
７２

２
３
２
３
）、
町
教
育
委
員
会
（
電

話　

‐
２
１
０
７
）

７２
主
催　

Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ

後
援　

町
、
町
教
育
委
員
会
、
町

公
民
館
、
町
体
育
指
導
委
員
会
、

鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
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第　

回 
中
国
山
地
日
野

３０

クラス一覧表
距 離区     分クラス距 離クラス

 ２.３㌔
 小学生男子
（４年生以上）

Ｈ ２.３㌔
 小学生女子
（４年生以上）

Ａ

 ４.６㌔ 中学生男子Ｉ ２.３㌔ 中学生女子Ｂ

 ６.９㌔ 高校生男子Ｊ ４.６㌔ 高校生女子Ｃ

 ６.９㌔ ２０歳代男子Ｋ ２.３㌔ ４０歳代女子Ｄ

 ６.９㌔ ３０歳代男子Ｌ ２.３㌔ ５０歳代女子Ｅ

 ６.９㌔ ４０歳代男子Ｍ ２.３㌔ ６０歳以上女子Ｆ

 ６.９㌔ ５０歳代男子Ｎ ４.６㌔ 年齢制限なしＧ

 ４.６㌔ ６０歳代男子Ｏ

 ４.６㌔ ７０歳以上男子Ｐ

 だれでも参加できます（順位なし） ２.３㌔ 男女フリーＳ

■大会内容　各クラス(下表)に分かれてタイ ムを競い、上位入賞者を

表彰します。ただし、Ｓクラスは表彰、順位はありません。

■申込方法　申込み用紙に参加料を添えて教育委員会または町公民館

までお申込みください。申込み用紙、大会要項は教育委員会、町公民館、

図書館にあります。

■申込期限　６月２９日 ( 金 ) 当日消印有効

■参　加　料　一般２,０００円、高校生１,０００円、

      　　　　中学生以下・Ｓクラス５００円（当日は、Ｓクラスのみ無料

　　　　　　で参加できますが、参加賞はありません）

■問　合　せ　町教育委員会内

　　　　　　鵜の池マラソン実行委員会

　　　　　　(電話７２‐２１０７)　　　　　　　　　　　　

スペシャルゲスト

千葉 真子さん
（マラソンランナー・コメンテーター）
 

■アトランタ五輪１万㍍ ５位
■アテネ世界陸上１万㍍ ３位
■パリ世界陸上マラソン３位
■北海道マラソン優勝

千
葉
選
手
と
一
緒
に
走
ろ
う
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柴
田
さ
ん
が
ナ
ン
テ
ン
の
ひ
ょ

う
た
ん
を
作
り
は
じ
め
た
の
は
今

か
ら
６
年
前
。「
病
気
の
家
族
の

た
め
に
何
か
縁
起
の
い
い
も
の
を

持
た
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
木
工
用
の
ろ
く
ろ

・

・

・

を

買
っ
て
趣
味
で
作
り
は
じ
め
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
ナ
ン
テ
ン
で
ひ
ょ
う

た
ん
な
ん
で
す
か
と
尋
ね
る
と
、

「
こ
の
ひ
ょ
う
た
ん
は
中
が
く
り

抜
い
て
あ
り
、
小
さ
な
ひ
ょ
う
た

ん
が
５
つ
入
っ
て
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
６
つ
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
【
無・

病・

息
災
】
と
か
け
て
、
難
を
転
ず

る
ナ
ン
テ
ン
と
合
わ
せ
て
縁
起
物

と
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
出

来
上
が
っ
た
も
の
は
販
売
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
近
所
の
人
な
ど
に

あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
こ
れ

で
商
売
を
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
ね
。
持
っ
て
い
る
人
に
い
い
こ

と
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
で
す
」。

　

自
宅
の
作
業
場
で
ひ
ょ
う
た
ん

の
ほ
か
に
も
木
の
盆
や
器
な
ど
を

作
っ
て
い
る
柴
田
さ
ん
。「
石
材

店
に
勤
め
て
い
た
経
験
を
生
か
し

て
、
旋
盤
や
ろ
く
ろ
の
刃
な
ど
も

自
分
で
作
り
ま
し
た
。
今
で
は
毎

日
こ
の
作
業
場
に
座
ら
な
い
と
気

が
す
ま
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ

こ
に
座
っ
て
い
る
と
良
い
案
が
出

て
き
ま
す
よ
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
ま
す
。

　

ひ
ょ
う
た
ん
を
あ
げ
た
人
の
反

応
は
と
聞
く
と
、「
お
か
げ
で
い

い
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
顔
を
見

る
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
。
何

に
も
勝
る
や
り
が
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は

「
ひ
ょ
う
た
ん
の
ほ
か
に
、
新
し

い
も
の
に
挑
戦
し
た
い
」
と
何
か

計
画
し
て
い
る
様
子
。
柴
田
さ
ん

は
心
の
こ
も
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
を

今
日
も
作
り
続
け
て
い
ま
す
。　

Vol.１４

・

・

・

・

・

・

・

柴
田 
利
巳
さ
ん
（
三
土
）自宅の作業場でろくろを前に

ひょうたんを車のキーや携帯電話につける人が多いそう

中にはさらに小さなひょうたんが５つ
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　地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」の柱といえるのが「税源移譲」です。

　税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで国の税収が

減り、地方の税収が増えることになって、約３兆円の税源が国から地方へ移譲されます。

　
 

　住民税（町・県民税）所得割の税率が１０㌫ に統一されました。

 

　「所得税＋住民税」での税負担は変わりません。ただし、定率減税は廃止されました。

　住民税については、最低税率が５㌫から１０㌫ に引き上げられ、最高税率が１３㌫から１０㌫ に引き下げら

れますが、逆に、所得税は最低税率が１０㌫ から５㌫に引き下げられ、最高税率が３７㌫から４０㌫に引き上

げられました。また、人的控除額の差に対応した減額措置なども講じられます。

　これらの措置により、税源移譲の前後で「所得税＋住民税」での納税者の負担は下の表のとおり変わり

ません。ただし、表中の負担増減額は０円となっていますが、税源移譲前の所得税・住民税の税額は、所

得税は税額の１０㌫（１２万５千円を限度）、住民税は税額の７.５㌫（２万円を限度）の定率減税措置がしてあ

りませんので、実際の負担は増額となります。

■問合せ　役場住民課（電話７２‐０３３３）

　

ま
ち
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
ご
み
処

理
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
（
可
燃
ご
み

処
理
袋
を
、
１
袋　

枚
入
り
３
０
０
円

１０

か
ら
５
０
０
円
に
値
上
げ
な
ど
）。

　

現
在
お
使
い
の
ご
み
袋
・
シ
ー
ル
も

使
え
ま
す
が
、
７
月
か
ら
は
１
枚　

円
２０

の
差
額
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
ご
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
差
額
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
な
い
ご
み
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。

　

差
額
シ
ー
ル
は
６
月
１
日
か
ら
、
町

役
場
、
役
場
黒
坂
支
所
、
ご
み
袋
取
扱

所
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。　

皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
か
ら

ご
み
処
理
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

　
問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

７２

住民税（増額）所得税（減額）所得の種類納税者の区分
平成１９年６月特別徴収から平成１９年１月源泉徴収から給与サラリーマン

平成１９年６月納税分から平成１９年２月源泉徴収から雑（年金）年金受給者

平成１９年６月納税分から平成２０年２月・３月確定申告から事業 ･営業所得事業所得者等（確定申告をされる方）

差額シールは、１枚２０円または
１シート（１０枚）２００円で販売

●住民税（町・県民税）      　　　　             （平成１９年６月分から適用）

１３㌫
※課税所得７００万円

以上

１０㌫
※課税所得２００万円

～７００万円まで
５㌫

※課税所得２００万円
まで

課税所得にかかわら
ず、一律１０㌫

（町民税６㌫、県民税４㌫）

■平成１８年度まで ■平成１９年度分から

●独身者の場合（年額）

 

※定率減税してありません。また、一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

税源移譲前
給与収入

合計住民税所得税
１８８,５００円１２４,０００円３００万円

４２１,０００円２５８,０００円５００万円

７８１,０００円４７４,０００円７００万円

税源移譲後

合計住民税所得税
１８８,５００円６２,０００円

４２１,０００円１６０,５００円

７８１,０００円３７６,５００円

負担

増減額
０円

０円

０円

＝
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４
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
第　

回
日

２９

３０

３０

野
郡
少
年
野
球
日
野
町
大
会
（
日
野
郡
少
年

野
球
連
盟
ほ
か
主
催
）
が
日
野
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
郡
内
の
５
つ
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
が
出
場
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行

い
ま
し
た
。

　

日
野
町
か
ら
は
根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
出
場
し
、
初
戦
の
石
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
の
試
合
で
は
４
対
０
で
圧
勝
、
決
勝

戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
日
南
リ
ト
ル
ヤ
ン
キ
ー
ス

と
対
戦
、
初
回
に
先
制
点
を
取
ら
れ
押
さ

れ
気
味
で
し
た
が
途
中
挽
回
し
、
接
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
が
３
対
４
で
惜
し
く
も

敗
れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

６年生のいないチームで健闘した根雨スポーツ少年団

根
雨
ス
ポ
少
惜
し
く
も
準
優
勝

　

４
月
１
日
、
青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会

議
（
八
村
輝
夫
会
長
）
が
設
置
す
る
、
日
野

町
の
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
と
し
て
柴

原
保
明
さ
ん
（
根
雨
）
が
委
嘱
さ
れ
（
任
期

＝
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
）、
４
月　

日
、

２０

３１

２３

倉
吉
市
で
委
嘱
状
交
付
式
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
は
、
青
少
年

育
成
の
関
係
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
て
青
少
年
育
成
運
動
の
普
及
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
助
言
や
指
導
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町

村
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今回が２度目の委嘱となる柴原さん

ま
ち
の
青
少
年
を
見
守
る

　

ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
有
名
な
滝
山
公

園
（
中
菅
）
で
、
恒
例
の
つ
つ
じ
ま
つ
り
が

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
開
か
れ
ま

１４

し
た
。

　

公
園
内
で
は
約
３
万
本
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
が
満
開
、
山
肌
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上

げ
、
約
１
０
０
本
の
八
重
桜
と
の
競
演
も

見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
町
営
バ
ス
を
臨
時

運
行
し
た
ほ
か
、
公
園
の
売
店
や
露
店
も

開
店
し
、
町
内
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
の

多
く
の
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

山
の
安
全
を
祈
願

　

ま
ち
の
最
高
峰
、
宝
仏
山
（
標
高
１
０
０

５
㍍
）
の
登
山
道
開
き
が
、
４
月　

日
、
歴

２９

史
民
俗
資
料
館
（
根
雨
）
横
の
登
山
道
入
口

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
登
り
に
最
適
な
快
晴
の
澄
み
渡
る
空

気
の
中
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
景
山
町

長
は
じ
め
観
光
協
会
な
ど
の
関
係
者
ら
も

出
席
、
山
の
安
全
を
願
っ
て
神
職
に
よ
る

祈
願
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
登

山
客
ら
は
、
新
緑
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

自然そのままの登山道が人気 公園内はさながらツツジの迷宮に

ま
ち
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
目
玉
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Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
し
活
躍
し
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
」

の
選
手
４
人
が
、
５
月
１
日
、
根
雨
小
学
校

を
訪
れ
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
根
雨
Ｓ

Ｃ
」
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
が
「
復
活
！

公
園
遊
び
」
と
し
て
各
地
で
行
っ
て
い
る
事

業
で
、
今
回
は
三
好
毅
典
選
手
、
浜
田
正
人

選
手
、
下
松
裕
選
手
、
小
林
崇
法
選
手
が
来

町
し
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
遊
び

や
リ
レ
ー
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
ら
は
「
初
め
て

で
緊
張
し
た
け
ど
面
白
い
。
ま
た
や
っ
て

み
た
い
」
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ガイナーレの選手も混じってボール送り

ガ
イ
ナ
ー
レ
選
手
が
や
っ
て
き
た

　

昨
年
４
月
か
ら
町
観
光
協
会
が
運
営
し

て
い
る
金
持
神
社
札
所
の
収
益
金
約
３
８

１
万
円
の
う
ち
、　

万
円
を
神
社
氏
子
会

３０

に
、
約
３
５
１
万
円
が
町
に
寄
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
５
月
２
日
、
役
場
町
長
室
で

贈
呈
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
観
光
協
会
の
冨
谷
進
会

長
が
「
昨
年
４
月
か
ら
創
意
工
夫
を
し
な
が

ら
一
致
団
結
、
汗
を
か
い
て
収
益
を
生
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ち
の
財
政
再
建

に
向
け
て
協
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

景
山
町
長
に
収
益
金
を
贈
り
ま
し
た
。

贈られた収益金は観光振興のために使われます

３
５
１
万
円
を
町
に
寄
付

ひ
の
奥
渡
会
花
見
懇
親
会
を
開
催　

　

桜
花
ら
ん
ま
ん
の
晴
天
下
、
４
月
８
日
に
大
阪
城
公
園
内
で
恒
例
の
花
見
懇
親
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

ひ
の
奥
渡
会
を
結
成
し
て　

回
目
の
集
い
と
な
る
今
回
に
は
総
勢　

人
が
集
い
、
各

３５

３３

家
庭
の
手
づ
く
り
料
理
の
競
演
、
お
好
み
の
飲
み
物
で
宴
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
会
員
も
高
齢
化
を
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
は
小
さ
な
お
子
さ

ん
も
５
人
参
加
し
大
人
気
で
し
た
。
ま
た
、
日
野
町
長
と
総
合
事
務
所
の
山
根
副
主
幹

が
、
公
私
と
も
忙
し
い
中
を
遠
路
は
る
ば
る
長
距
離
バ
ス
で
は
せ
参
じ
て
い
た
だ
き
、

遠
藤
宮
紀
さ
ん
に
は
道
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
の
郷
会
会
長
も
日
ご
ろ
の
多
忙
な
体
で
参
加
い
た
だ
き
、
宴
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
遠
く
は
岡
山
県
倉
敷
市
か

ら
新
幹
線
で
、
三
重
県
名
張
市
か
ら
車
で
親
子

三
代
連
れ
て
参
加
い
た
だ
き
、
花
見
の
場
を
一

層
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

料
理
で
は
た
け
の
こ
、
わ
さ
び
に
人
気
が
あ

り
、「
こ
れ
が
懐
か
し
い
田
舎
料
理
」
と
満
喫
、

昔
の
思
い
出
料
理
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
方
に
懇
親
会
に

参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
ど
も
会
員
に
追

い
風
を
い
た
だ
い
た
思
い
で
す
。
が
ん
ば
っ

て
よ
り
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
感
じ
、
ま
た
、

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
日
野
町
の
が
ん
ば
り
を

期
待
し
た
い
と
話
し
合
い
、
日
が
傾
く
こ
ろ
散

会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

木　

山　

久　

嘉
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春
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　

（
５
月　

日
～　

日
）

２１

２７

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
・
行

政
相
談
委
員
制
度
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
役
所

の
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て
▼
苦
情
・
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
、
▼
苦
情
を
申
し

出
た
が
納
得
が
い
か
な
い
、
▼
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

い
な
ど
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
行
政
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
行
政
相
談

は
、
毎
月
１
回
、
開
発
セ
ン
タ
ー

と
町
公
民
館
で
交
互
に
開
か
れ
、

行
政
相
談
委
員
の
山
本
武
史
さ
ん

（
下
黒
坂
）
が
相
談
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
総
務
省
鳥
取
行
政
評
価

事
務
所
で
も
、
随
時
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

相
談
･
問
合
せ　

鳥
取
行
政
評
価

事
務
所
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２４

５
５
４
２
、
行
政
苦
情
１
１
０
番

＝
電
話
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１

０
）

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
を

使
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
を
、

換
気
扇
を
回
さ
ず
使
っ
て
い
た
た

め
に
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
を

使
う
と
き
は
必
ず
換
気
扇
を
回
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

５
月　

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

３１

安
達
嘉
夫
さ
ん
に
藍
綬
褒
章

　

。

　

●
受
章
コ
メ
ン
ト　
「
裁
判
所
の
方
な
ど
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、　

年
間
、
調
停
委
員
と
し
て

２２

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
調
停
委
員
の
仕
事
は
、
サ
ラ
金
や
交
通
事
故
、
土
地
境
界
な
ど
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル

を
、
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
な
が
ら
解
決
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
。
こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
人
間

関
係
の
複
雑
さ
や
、
修
復
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
本
当
に
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
、

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
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今
回
は
、
日
野
病
院
に
と
っ
て
大

き
な
悩
み
の
種
で
あ
る
医
師
不
足

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
医
療
法
施
行
規
則
に
お
け

る
日
野
病
院
の
医
師
の
定
員
数
は

　

人
で
す
。
現
在
、
常
勤
医
師
は
７

１０人
の
み
で
あ
り
（
内
科
４
人
、
外
科

２
人
、
小
児
科
１
人
）、　

数
人
の

１０

非
常
勤
医
師
に
よ
り
何
と
か
定
員

割
れ
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

私
を
含
め
日
野
病
院
の
医
師
の

平
均
的
な
勤
務
時
間
は
週　

時
間

５０

程
度
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
は
別

に
月
３
～
４
回
の
当
直
も
行
っ
て

お
り
、
当
直
の
翌
日
も
通
常
勤
務
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
、
運
営
上
の
医
師
不
足
は
法
規
上

の
医
師
不
足
以
上
に
深
刻
で
す
。

　

な
ぜ
勤
務
時
間
が
長
く
な
る
か

と
い
え
ば
、
一
昔
前
と
異
な
り
、
医

療
現
場
で
は
注
射
や
投
薬
の
指
示
、

検
査
の
予
約
、
病
歴
の
記
録
な
ど
業

務
の
何
も
か
も
が
医
師
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
一
人
当
た
り
に
費

や
す
時
間
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
事
情

に
加
え
、
日
野
病
院
に
特
有
な
事
情

も
あ
り
ま
す
。
日
野
病
院
は
、
か
つ

て
主
と
し
て
急
性
期
医
療
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
在
宅
医

療
や
診
療
所
活
動
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
も

併
せ
て
提
供
、
さ
ら
に
老
人
保
健
施

設
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
体
制
変
化
に
よ
り
医
師

の
業
務
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

過
剰
な
業
務
は
日
野
病
院
に
お

け
る
医
師
不
足
の
大
き
な
原
因
で

す
が
、
も
う
1
つ
の
理
由
と
し
て
、

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
伴
う
研

修
医
の
減
少
や
独
立
行
政
法
人
化

に
伴
う
附
属
病
院
の
診
療
体
制
の

強
化
に
よ
り
、
鳥
取
大
学
か
ら
の
派

遣
医
師
の
増
員
が
困
難
に
な
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
前
よ
り
日
野
病
院
は
医
師
の

確
保
を
鳥
取
大
学
に
頼
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
常
勤
医
師
の
う
ち

３
人
、
非
常
勤
医
師
の
全
て
は
鳥
取

大
学
か
ら
の
派
遣
で
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
鳥
取
大
学
に
は
日
野
病
院
に

対
し
て
医
師
の
引
き
上
げ
や
派
遣

停
止
の
意
図
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

大
学
自
体
の
医
師
不
足
が
さ
ら
に

深
刻
化
、
長
期
化
す
れ
ば
現
実
の
問

題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ

た
っ
て
、
日
野
病
院
の
医
師
不
足
が

日
野
町
や
そ
の
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
私

の
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、「
日
野

病
院
で
医
師
が
不
足
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
日
野
町
も
他
の
地
域
に
比

較
し
て
医
師
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
影
響
も
大
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
仮
説
で
す
。
と
こ
ろ
が
結

果
は
意
に
反
し
た
も
の
で
し
た
。

　

図
1
は
鳥
取
県
の
市
町
村
別
の

医
師
数
（
人
口　

万
人
対
）
を
多
い

１０

順
に
並
べ
た
も
の
で
す
。
日
野
町

の
医
師
数
は
２
２
６
・
７
人
で
米
子

市
、
倉
吉
市
、
三
朝
町
、
鳥
取
市
に

次
い
で
５
番
目
に
多
い
と
い
う
結

果
で
し
た
。
一
方
、
図
２
は
鳥
取
県

の
市
町
村
別
の
標
準
化
死
亡
比
を

小
さ
い
順
に
並
べ
た
も
の
で
す
。

標
準
化
死
亡
比
と
は
、
年
齢
構
成
の

差
異
を
基
準
と
な
る
全
国
の
年
齢

階
級
別
死
亡
率
で
調
整
し
た
値
に

対
す
る
現
実
の
死
亡
数
の
比
で
す
。

標
準
化
死
亡
比
＜
１
０
０
は
全
国

平
均
よ
り
死
亡
率
が
低
い
、
＞
１
０

０
は
高
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。
日

野
町
の
標
準
化
死
亡
比
は　

･
５

７５

で
佐
治
村
、
日
吉
津
村
に
つ
い
で
３

番
目
に
小
さ
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。
図
３
は
標
準
化
死
亡
比
＜
１

０
０
と
標
準
化
死
亡
比
＞
１
０
０

の
市
町
村
で
医
師
数
に
差
が
あ
る

か
ど
う
か
を
み
た
も
の
で
す
。
重

な
り
は
大
き
い
の
で
す
が
、
推
計
学

的
に
は
標
準
化
死
亡
比
＜
１
０
０

の
市
町
村
の
医
師
数
は
標
準
化
死

亡
比
＞
１
０
０
の
市
町
村
に
比
較

し
て
有
意
に
多
い
と
い
う
結
果
で

し
た
。
な
お
、
図
は
全
て
鳥
取
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い

る
統
計
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し

ま
し
た
（http://www.pref.tot

tori.jp/fukushi/database/i
tiran-year.htm

）。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
市
部
を
除
け

ば
医
師
不
足
は
日
野
町
以
外
の
町

村
で
さ
ら
に
深
刻
な
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
数
と
死
亡

率
（
標
準
化
死
亡
比
）
に
は
疎
で
す

が
有
意
な
関
係
が
あ
り
、
医
師
数
が

他
の
地
域
に
比
べ
て
多
い
こ
と
が

日
野
町
の
死
亡
率
を
小
さ
く
し
て

い
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
日
野
病
院

に
は
今
以
上
の
医
師
数
は
必
要
な

い
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
ち
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
前
述

し
た
よ
う
に
日
野
病
院
の
医
師
数

は
病
院
運
営
に
支
障
を
き
た
す
ほ

ど
不
足
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

野
病
院
の
診
療
圏
は
日
野
町
以
外

の
地
域
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
日
野
病
院
と
し
ま
し
て
は

医
師
を
減
ら
さ
な
い
、
出
来
れ
ば
増

員
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ

ば
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
病
院

だ
け
の
取
り
組
み
に
限
界
を
感
じ

て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
構
成

３
町
な
ら
び
に
関
係
部
局
の
ご
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
こ
の
記

事
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
で
医
師
確

保
に
つ
い
て
の
ご
提
案
が
あ
れ
ば

病
院
の
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
医
師
不
足
に
つ
い
て 
―

日野病院長　櫃田　豊



　

４
月　

日
、
平
成　

年
度
日
野

２７

１９

町
お
し
ど
り
学
園
の
開
講
式
を
、

景
山
町
長
、
佐
々
木
町
議
会
議
長
、

講
師
の
川
上
護
さ
ん
、
坂
出
清
子

さ
ん
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
町
公
民

館
で
に
ぎ
や
か
に
開
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
学
園
生
は　

人
。
３

６０

月
ま
で
の
一
年
間
、
町
公
民
館
に

出
か
け
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
、
技
術
の
習
得
な
ど
を
元
気

に
学
習
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
途
中
か
ら
の
受
講
も
歓

迎
し
ま
す
の
で
、
お
お
む
ね　

歳
６５

以
上
の
該
当
者
の
皆
さ
ん
は
町
公

民
館
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
し
ど
り
学
園
の
内
容
】

開
講
日　
　
　
　

テ
ー
マ　

５
月　

日
（
金
）　

行
財
政

１８

６
月　

日
（
金
）　

健
康

２２

７
月　

日
（
金
）　

人
権

２０

８
月　

日
（
金
）　

食
生
活

１７

９
月　

日
（
金
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

２１

　

月　

日
（
金
）　

町
外
研
修

１０

１９

　

月　

日
（
金
）　

歴
史

１１

２２

　

月　

日
（
金
）　

医
療

１２

２１

３
月　

日
（
金
）　

閉
講
式

２５

開
催
時
間　

●
午
前
９
時　

分
～

３０

一
般
教
養
講
座
（
１
時
間
）

●
午
前　

時　

分
～　

グ
ル
ー
プ

１０

４０

専
門
講
座
【
料
理
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
手
芸
、
絵
手
紙
、
生
花
、

園
芸
、
語
る
会
、
パ
ソ
コ
ン
】（
２

時
間
）

※
開
講
日
は
町
営
バ
ス
を
臨
時
運

行
し
ま
す
。

問
合
せ　

町
公
民
館
（
電
話　

‐
７４

０
２
１
２
）

広報ひの 14

一
年
間
、　

人
が
生
涯
学
習
を

６０

 

お
し
ど
り
学
園
開
講
式

■
不
要
に
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

 

　

お
し
ど
り
学
園
グ
ル
ー
プ
専
門
講
座
の

手
芸
グ
ル
ー
プ
（
坂
出
清
子
代
表
）
は
、

不
要
の
ネ
ク
タ
イ
を
利
用
し
、
布
の
オ
シ

ド
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た

ネ
ク
タ
イ
が
多
く
必
要
で
す
の
で
、
提
供

い
た
だ
け
る
人
は
町
公
民
館
（
電
話　

‐
７４

０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

と
っ
と
り
２
０
０
７　

西
部
が
開
か
れ
ま
す

in

　　

昨
年
の
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
果
を
生
か
し
、
生
涯

学
習
を
基
盤
と
し
た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
根
付
き
、
よ
り
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
よ
う
、
県
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
す
。

 

期
日　
　

月
６
日
（
土
）
～
８
日
（
月
）

１０

会
場　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容　

現
在
検
討
中
で
す

日時　６月２２日（金）９：３０～
場所　町公民館
内容　テーマ：健康づくりについて
　　　講師：県レクリエーション協会　安田智氏
※詳しくは町公民館までお問合せください

投稿募集　町公民館では、読者の
皆さんからの投稿をお待ちしていま
す。 教育問題、生涯学習、子育て、環
境問題、スポーツに関すること、風物、
趣味の紹介など、なんでも結構です。
●字数：４００字程度　●形態：住所、
氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、
手紙またはハガキでお送りください
●送り先　〒６８９-５１３１  黒坂１２４３-１
　日野町公民館「公民館だより」係



15 広報ひの

愛
称
は
「
青
パ
ト
」
で
す

　

私
た
ち
、
日
野
町
地
域
防
犯
・

生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

（
山
本
武
史
会
長
）
は
、
根
雨
地

区
を
〔
火
曜
日
、
木
曜
日
〕
黒
坂

地
区
を
〔
水
曜
日
、
金
曜
日
〕
と

毎
週
２
日
ず
つ
、
学
校
の
下
校
時

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
青
色
回
転
灯
を
取
り
付
け

た
車
で
見
回
り
を
し
た
り
、
通
学

路
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
や
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
不
審
者
の
発
見
、
不

審
車
両
の
警
戒
を
し
て
い
ま
す
。

　

青
色
回
転
灯
を
回
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
姿
か
ら
、
愛
称
は

「
青
パ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
青
パ
ト
」
と
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
に
安
心
を

　

春
に
な
り
、
新
入
生
や
新
入
園

児
を
迎
え
た
学
校
や
保
育
所
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月　

日
は

１１

根
雨
小
学
校
、　

日
は
黒
坂
小
学

１７

校
、　

日
は
ひ
の
っ
こ
保
育
所
、

１９

　

日
は
黒
坂
保
育
所
に
伺
い
ま
し

２０

た
。
山
本
会
長
よ
り
交
通
安
全
の

話
や
青
パ
ト
の
紹
介
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
に
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
約
束
し
ま
し
た
。
結
成
か
ら
１

年
半
が
経
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
は

お
な
じ
み
の
青
パ
ト
車
で
す
。

会
員
を
募
集
中
で
す

　

協
議
会
は
、
現
在　

人
で
活
動

５５

し
て
い
ま
す
。
車
に
乗
っ
て
町
内

を
回
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
下
校
時

に
通
学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ
る
方

な
ど
会
員
の
中
で
も
活
動
は
様
々

で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
、
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
と
い
う
『
地
域
防
犯
』
と

い
う
目
的
は
会
員
み
な
さ
ん
同
じ

気
持
ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
１

人
に
な
っ
た
と
き
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
件
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

防
犯
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
、
下
校

時
な
ど
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩

い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
防
犯
効

果
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。　

全
町
、

各
地
区
に
お
い
て
、
多
く
の
会
員

の
方
々
の
力
で
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方

は
協
議
会
事
務
局（
町
公
民
館　

‐
７４

０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～
日
野
町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
～

４
月
９
日
、
日
野
町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
総
会
を
開
き
ま
し
た

　　

町
役
場
で
開
い
た
総
会
で
は
、
平
成　

年
度
事
業
報
告
で
、
青
色

１８

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
御
披
露
目
、
同
協
議
会
定
例
会
、
同
協
議
会

広
報
誌
の
発
行
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
は
延
べ
１
７
６
回
、
３
５
２
人
に
よ
り
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
で
は
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

１９

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
同
協
議
会
広
報
誌
の
発
行
、「
子

ど
も
か
け
こ
み
１
１
０
番
」
の
看
板
設
置
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
を
関
係
者
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

質
問
、
意
見
で
は
、
町
か
ら
の
補
助
金
は
無
い
が
、
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
維
持
費
は
町
が
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
ス
ピ
ー
カ
ー
の
取
り
付
け
の
希
望
が
あ
り
、
今
後
、

定
例
会
で
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町公民館の使用手続き
　

　公民館を使用される方は、使用する３日前ま
でに申請書を公民館へ提出してください。
●使用できる日：年末年始（１２月２９日から１月３日）
を除く日
●使用できる時間：８時３０分から２２時まで
●料金：町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後６時まで開放
しています。図書室もありますので、お気軽にお
立ち寄りください。

 
５月３１日（木）まで開催中

 

６月５日（火）～３０日（土）

展示場所　町公民館ロビー

展示時間　午前８時３０分～午後５時３０分

○ロビー展出展者募集○

　町公民館ではロビー展出展者を募集して

います。出展を希望される方は、町公民館

（電話７４‐０２１２）までご連絡ください。



　

５ 
月 
か
ら
２
月
ま
で 
小
学
校 　

が
つ 

し
ょ
う
が
っ
こ
う

３５

 
回 
、 
中
学
校 　

回
の 
学
習
会 
が

か
い 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

が
く
し
ゅ
う
か
い

２９

 
下
榎
集
会
所 
で 
開 
か
れ
る
の
に

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ひ
ら

 
先
立 
ち
、 
開
講
式 
が
５ 
月 
８ 
日 
に

さ

き

だ
 

か
い
こ
う
し
き 

が
つ 

か

開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
、 
小
学
生 　
 

人 
、

し
ょ
う
が
く
せ
い 

に
ん

２４

 
中
学
生 
８ 
人 
と
小
中
学
校
の 
先 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

に
ん 

せ
ん

 
生
方 
、 
地
域 
の 
皆 
さ
ん
や 
保
護  
者 

せ
い
が
た 

ち

い

き
 

み
な 

ほ

ご
 
し
ゃ

の
ほ
か
、 
隣
保
館  
職
員 
が 
出  
席 
し
、

り

ん

ぽ

か

ん し
ょ
く
い
ん 

し
ゅ
っ 
せ
き

 
児
童  
生
徒  
一
人 
一
人
が
学
習
会
に

じ

ど

う
 せ

い

と
 ひ

と

り

 
向 
け
て
の 
決
意 
を 
発  
表 
し
ま
し
た
。

む 

け

つ

い
 

は
っ 
ぴ
ょ
う

　

学
習
会
で
は
、 
人
権
学
習 
や

じ
ん
け
ん
が
く
し
ゅ
う

 
部
落  
差
別 
に 
負 
け
な
い 
力 
を 
育 
み

ぶ

ら

く
 さ

べ

つ
 

ま 

ち
か
ら 

は
ぐ
く

ま
す
。

広報ひの

　

４ 
月 　
 

日 
、 
町
人
権 
・ 
同
和 

が
つ 

か 

ち
ょ
う
じ
ん
け
ん 

ど

う

わ

２４

 
教
育
推
進
協
議
会  
総
会 
が
、 
山 

き
ょ
う
い
く
す
い
し
ん
き
ょ
う
ぎ
か
い 

そ
う
か
い 

さ
ん

 
村
開
発 
セ
ン
タ
ー
で 
開 
か
れ
、

そ
ん
か
い
は
つ 

ひ
ら

 
約 　
 
人 
の 
参
加 
が
あ
り
ま
し
た
。

や
く 

に
ん 

さ

ん

か

８０
① 
推
進
目
標 

す
い
し
ん
も
く
ひ
ょ
う

　
 
町
民
憲
章 
を
も
と
に 
平
成 
５

ち
ょ
う
み
ん
け
ん
し
ょ
う 

へ
い
せ
い

 
年 
に
「

ね
ん

 
日
野
町 

ひ
の
ち
ょ
う 

部
落 

ぶ
ら
く 

差
別 

さ
べ
つ 

撤
廃 

て
っ
ぱ
い

 
及 
び 
人
権
擁
護 
に 
関 
す
る 
条  
例 
」

お
よ 

じ
ん
け
ん
よ
う
ご 

か
ん 

じ
ょ
う 
れ
い

を 
制
定 
し
、 
人
権
尊
重 
の
ま
ち

せ
い
て
い 

じ
ん
け
ん
そ
ん
ち
ょ
う

づ
く
り
を 
進 
め
て
き
ま
し
た
。

す
す

　
 
今
後 
も 
皆 
さ
ん
の
ご 
協
力 
を

こ

ん

ご
 

み
な 

き
ょ
う
り
ょ
く

い
た
だ
き
、 

町  
人
権 
セ
ン
タ
ー

ち
ょ
う 
じ
ん
け
ん

を 
核 
と
し
て
、 
引 
き 
続 
き 
同
和 

か
く 

ひ 

つ
づ 

ど

う

わ

 
問
題 
を 
根
底 
に 
据 
え
な
が
ら
、

も
ん
だ
い 

こ
ん
て
い 

す

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、 
各
種
啓
発
活
動 

か
く
し
ゅ
け
い
は
つ
か
つ
ど
う

を 
展
開 
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

て
ん
か
い

ら
な
い
と 
考 
え
、 
次 
の 
重
要  
施 

か
ん
が 

つ
ぎ 

じ
ゅ
う
よ
う 

せ

 
策 
を
た
て
て 
事
業 
を
展
開
し
て

さ
く 

じ
ぎ
ょ
う

い
き
ま
す
。

（
１
）
町
人
権
・
同
和 
教
育  
研 

き
ょ
う
い
く 
け
ん

 
究
集
会 
の 
開
催 

き
ゅ
う
し
ゅ
う
か
い 

か
い
さ
い

（
２
） 
小
地
域
座
談
会 
を 
全  
自 

し
ょ
う
ち
い
き
ざ
だ
ん
か
い 

ぜ
ん 

じ

 
治
会 
で 
実
施 

ち

か

い
 

じ

っ

し

（
３
） 
部
会 
事
業
の 
推
進 

ぶ

か

い
 

す
い
し
ん

（
４
） 
調
査
研
究 
の
推
進

ち
ょ
う
さ
け
ん
き
ゅ
う

② 
事
業
計
画 

じ
ぎ
ょ
う
け
い
か
く

６
～
９ 
月 

が
つ　

研
究
集
会 
実
行  
委 

じ
っ
こ
う 

い

 
員
会 

い
ん
か
い

６
月　

小
地
域
座
談
会 
推
進
員 

す
い
し
ん
い
ん

 
研
修
会 

け
ん
し
ゅ
う
か
い

７
～
３
月　

小
地
域
座
談
会
実

施８
月　
 

部
落
解
放 
・
人
権 
確
立 

ぶ
ら
く
か
い
ほ
う 

か
く
り
つ

 
鳥
取
県
研
究
集
会
参
加 

と
っ
と
り
け
ん
け
ん
き
ゅ
う
し
ゅ
う
か
い
さ
ん
か

　

月　

町
人
権
・
同
和
教
育
研

11究
集
会

　

月　

研
究
集
会
実
行
委
員
会

11
 

反
省
会 

は
ん
せ
い
か
い

③ 
新
役
員 
（ 
敬
称
略 
）

し
ん
や
く
い
ん 

け
い
し
ょ
う
り
ゃ
く

 
会
長 　
　
 
景
山
享
弘 

か
い
ち
ょ
う 

か
げ
や
ま
た
か
ひ
ろ

 
副
会
長 　
 
佐
々
木  
秀
明 

ふ
く
か
い
ち
ょ
う 

さ

さ

き
 
ひ
で
あ
き

副
会
長　
 
小
谷  
三
郎 

こ

だ

に
 さ
ぶ
ろ
う

 
監
事 　
　
 
中
西  
康
夫 

か

ん

じ
 

な
か
に
し 
や

す

お

監
事　
　
 

国
重  
元
子 

く
に
し
げ 
も

と

こ

16

○ 
学
習
講
座 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ

『 
生 
け 
花
教
室 
』 
編 

い 

ば
な
き
ょ
う
し
つ 

へ
ん

　
 

生 
け 
花
教
室 
が
、
４ 
月 

い 

ば
な
き
ょ
う
し
つ 

が
つ

　
 

日 
、 
下
榎
集
会
所 
で 
開 

に
ち 

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ひ
ら

１７か
れ
ま
し
た
。

　
 
講
師 

は
、 
草
月
流 

の

こ

う

し
 

そ
う
げ
つ
り
ゅ
う

 
生
田  
清  
子 
さ
ん
（ 
黒
坂 
）
で
、

い

く

た
 き
よ 
こ 

く
ろ
さ
か

 
現
在 
７ 
人 
の 
受
講
生 
が
あ

げ
ん
ざ
い 

に
ん 

じ
ゅ
こ
う
せ
い

り
、 
半
数 
が 
近
隣 

は
ん
す
う 

き
ん
り
ん 

地
区 
か

ち

く

ら
の 
参
加
者 
で
す
。

さ

ん

か

し

ゃ

　
 

開
催
日
時 
は
、 
毎
月
第 

か
い
さ
い
に
ち
じ 

ま
い
つ
き
だ
い

３ 
火  
曜
日 
の 
午
後 
７ 
時 　

か 

よ

う

び
 

ご

ご
 

じ

３０

 
分 
か
ら
９
時　

分
ま
で
、

ふ
ん

３０

下
榎
集
会
所
で
開
い
て
い

ま
す
。

　

と
て
も 
和 
や
か
な

な
ご

 
雰
囲
気 
の 
中 
、 
季
節 
の 
花 

ふ

ん

い

き
 

な
か 

き

せ

つ
 

は
な

を
生
け
な
が
ら 
情
報
交
換 

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
ん

の 
場 
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ば

な
お
、 
材
料
代 
は
、 
個  
人 

ざ
い
り
ょ
う
だ
い 

こ 

じ
ん

 
負
担 
で
す
。 
参
加  
希
望
者 

ふ

た

ん
 

さ

ん

か
 き

ぼ

う

し

ゃ

は
、 
隣
保
館 
（ 
電
話 　

‐

り

ん

ぽ

か

ん 

で

ん

わ

７２

１
１
９
１
）
ま
で
ご 
連
絡 

れ
ん
ら
く

く
だ
さ
い
。

○ 
小 
・ 
中
学
校 
（ 
榎 
の 
実 
） 
学
習
会 
の 
事
業
計
画  
決 
ま
る

し
ょ
う 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

じ
ぎ
ょ
う
け
い
か
く 
き

○ 町人権 センター 運営  審議会 
ちょうじんけん うんえい し ん ぎ か い

　 今年度 から 町人権 センターが 設置 され、それに
こ ん ね ん ど  ちょうじんけん せ っ ち

 伴 い、町人権センター 運営  審  議会 が、５ 月 ７ 日 、
ともな うんえい しん  ぎ か い  が つ  か

 下榎   集  会所 で 開 かれました。
しもえのき しゅう かいしょ ひ ら

　運営審議 委員 は、 次 の 皆 さんです。（ 敬称略 ）
い い ん  つ ぎ  みな  けいしょうりゃく

 会長 ＝
かいちょう

 小谷  三郎 、
こ だ に  さぶろう

 職務代理 ＝
し ょ く む だ い り

 森田  勝  彦 、
も り た  か つ  ひ こ

 委員 ＝　
い い ん

 石脇昭弘 、
いしわきあきひろ

 田子  功司 、 伊達  奈美子 、
た ご  こ う じ  だ て  な み こ

 谷本  和賀雄 、
たにもと わ か お

 鳥居  良光 、
と り い  りょうこう

 中  原  信男 、
な か  は ら  の ぶ お

 西村正満 、
にしむらまさみつ

 長谷川  真由美 
は せ が わ  ま ゆ み

審議 内容 
ないよう

　①委員長 並 びに職務代理の 選出 、②人
な ら  せんしゅつ

権センターの 事業 について
じぎょう

○ 
町
人
権 
・ 
同
和
教
育
推
進  
協
議
会 　
 

総
会 

ち
ょ
う
じ
ん
け
ん 

ど
う
わ
き
ょ
う
い
く
す
い
し
ん 
き
ょ
う
ぎ
か
い 

そ
う
か
い
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

６月１日（金）～２９日（金）
・小黒三郎さんの作品
・根雨小学校６年生の作品（６日
　から展示）

●図書館おはなし会
６月１６日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■絵本の読み聞かせ「かさどろ

ぼう」「かえるのほん」わらべう

たなど（無料）

●木のおもちゃづくり
（根雨小学校６年生出前講座） 
６月５日（火）９：３０～

　講師に日本を代表する組み木作

家、小黒三郎さん（倉敷市）を迎

え、組み木のデザインから製作ま

でを学びます。出来あがった作品

は６月末まで図書館に展示します。

●サイエンスアカデミー講座
 ６月２３日（土）１０：３０～

場所：図書館資料コーナー

■テーマ：未定

とき　６月２４日 ( 日 )１３:００～（開場１２:３０）

会場　町文化センター /ホール森の音楽隊
チケット  　５００円（文化センターで取り扱っています）

主催　日野川音楽祭実行委員会
後援　日野町、日野町教育委員会、新日本海新聞社、

　　　ホールと共に歩む会

出演　伯耆ジャズ倶楽部（ジャズ ･ ビッグバ

ンド）、ロス・レガリートス（オールディーズ）、

DREAM DIARY（バラード）、シローズ（ロック）、

きじま  たい（弾き語り）、曄の会（大正琴）、

森の子合唱団（児童合唱）、コーラスグループ・

アザレア（女声合唱）、桐糸音＆野々村別山（琴

＆尺八）、合唱団おしどりたち＆コール白鳥（混

声合唱）

６
月　

日
（
日
）
～　

日
（
火
）

１０

１２

時
間　
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（　

・　

日
）

１０

１１

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（　

日
）

１２

会
場　
　

開
発
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
室

主
催　
　

町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

■絵画、水墨画、写真、陶芸、書道、アートフラワー、ちぎり絵、石
こけしなどの力作をご鑑賞ください。
■１０日 (日 )は、国際交流協会によるお茶のサービスもあります。

●
町
歴
史
研
修
会
公
開
講
座

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前　

時
～
午
前　

時　

分

２１

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

テ
ー
マ　
「
根
雨
の
電
灯
事
始
め
」

講　

師　

川
上
護
さ
ん



広報ひの

届
出　

４
月　

日
～
５
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

５
月
届
出
分

田
口　

佳
路      
勝
美
・
朋
子   
男
の
子  
黒
坂

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

４
月
届
出
分

宇
田　

泰
子　
　
　

歳　
　

上
菅

８９

原
田
美
代
子　
　
　

歳　
　

高
尾

７０

継
岩　

三
郎　
　
　

歳　
　

根
雨

８４

櫃
田　

広
巳　
　
　

歳　
　

金
持

５７

　

５
月
届
出
分

飛
田　

好
野　
　
　

歳　
　

黒
坂

１０３

■日野川をすいすい下るラフティ
ング■とても楽しそうなんで自分
もしてみたいな～なんて思ってる
んですが一つ課題がありまして■
足がつかない状態で泳ぐのが苦手、
というか恐怖なのです■ライフ
ジャケットを着るのでもちろん安
全なんですが、もし転覆したら…
と思うとやっぱり怖いよぉ～ (i)
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　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　新緑がまぶしい季節になりました。

　４月は、春の暖かい日ざしの中でおうちの人や

友だちと一緒にいっぱい遊びました。昨年から引

き続きで来られた人は、歩けるようになったり、

走ったりして成長を感じました。

　６月は雨の季節になりますが、室内遊びを楽し

みましょう。お友だちにも声をかけて、一緒に遊

びに来てくださいね。　

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●６月の予定
　

　６月 ６日（水）：折り紙遊び
　

　６月１３日（水）：外遊び（雨天時はブロック）
 

　６月２０日（水）：図書館からのおはなし会
　

　６月２７日（水）：外遊び（雨天時はお絵描き）

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

遠 
辛
夷 
天
水
た
た
へ
千
枚
田　
　
（
講
師
）

谷   　

悦
子

こ

ぶ

し

　　

お
薬
師
堂
善
男
善
女
春
の
旅　
　
　
 　
 

安
達
つ
る
ゑ

　　

花
冷
や
歩
く
人
な
き 
峡 
の
村　
　
  　
    

荒
木　

習
子

か

い

　　
 
夫
遺 
す
杖
を
た
よ
り
に
花
の
坂　
　
 　

勝
瀬　

京
子

つ

ま

の

こ

　　

し
な
や
か
に
生
き
ら
れ
な
く
て
竹
の
春　
  
金
川　

昭
子

　　

留
守
に
す
る 
春
灯 
一
つ
灯
し
お
く　
　
  

川
上　

文
子

し
ゅ
ん
ち
ょ
う

　　

う
ら
ゝ
か
や
岸
辺
の
岩
に
残
り 
鴛
鴦   　

久
城　

霞
渓

お

し

　
　

　

菜
の
花
に
光
り
集
め
て
河
川
敷　
　
     
徳
本
千
鶴
子

　　

針
箱
の
糸
か
ら
み
合
ふ
春 
炬
燵 　
　
　
 
真
壁
富
貴
枝

ご

た

つ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

巻頭特集 ｢大栄西瓜１００年物語」：北栄町 (旧大栄町 )で
スイカ栽培が行われてから今年で１００年。全国でも有名
な大栄スイカにスポットをあてて紹介します。
特集では、山陰で唯一続いている海女漁を紹介。

■年４回発行　■最寄りの書店または役場総務
企画課で購入できます　■１冊３００円　

鳥
取
県
の
総
合
情
報
誌

鳥
取
Ｎ
Ｏ
Ｗ 
第　

号
７４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
１
日
発
売
！
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ＪＵＮＥ（水無月）

古紙の収集日（全町）水２０人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

金 １

木２１土 ２

金２２日 ３

土２３健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ４
第１１回日野川音楽祭　町文化センター
午後１時～

日２４町さつきまつり（６日まで） 開発センター
※詳しくは１２ページをご覧ください

月２５乳幼児相談、離乳食講習会　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火 ５
ポリオ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火２６不燃ごみの収集日（全町）水 ６
発泡スチロール、蛍光管、可燃粗大ごみの
収集日（全町）水２７木 ７

不要犬・猫引取り日　日野保健所木２８金 ８

金２９土 ９

土３０町文化展 (１２日まで )　開発センター
午前９時～日１０

月１１
５歳児健診　開発センター
※受付時間は個別に通知します

火１２

行政相談　町公民館　午前９時～正午水１３
狂犬病予防接種補足日　開発センター前
午後２時～午後２時２０分

資源ごみの収集日（全町）

不要犬・猫引取り日　日野保健所木１４

金１５

土１６

日１７

月１８
５歳児健診　開発センター
※受付時間は個別に通知します

火１９

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

●町県民税１期分の納期限日は、
　７月２日 (月 )です。

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■日野病院展示コーナー
　 ～６月９日まで

■山陰合同銀行根雨支店
～６月１０日まで

６月１１日～７月６日

 ■蔵美術館
　 ６月１日～３０日

 ■県西部地震展示交流センター
　
　～７月２７日まで
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オ
シ
ド
リ
の
数
が
減
っ
て
寂
し
く
な
っ

た
日
野
川
。
そ
れ
で
も
観
察
は
続
い
て
い

ま
す
。
あ
る
日
の
こ
と
、
観
察
小
屋
の
外
を

一
羽
の
ヤ
マ
セ
ミ
が
横
切
り
ま
し
た
。
居

合
わ
せ
た
６
人
は
興
奮
し
て
釘
付
け
。
そ

の
う
ち
に
誰
か
が
「
カ
ワ
セ
ミ
が
い
る
」
と

目
の
前
の
岩
を
指
さ
し
ま
し
た
。
短
時
間

の
う
ち
に
ヤ
マ
セ
ミ
と
カ
ワ
セ
ミ
の
両
方

を
見
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で
す
。
イ
カ
ル

チ
ド
リ
も
大
き
な
声
で
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
日
野
川
は
野
鳥
の

宝
庫
。
大
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

野
鳥
の
宝
庫

③

④

　

多
く
の
人
々
の
厚
意
に
感
謝

　

５
月
に
入
り
、
山
々
の
新
緑
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
大
阪
城
公
園
で
、
奥
渡
地
区
出
身
の

人
々
を
中
心
と
し
た
恒
例
の
花
見
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

関
西
地
区
か
ら　

数
名
の
方
が
集
合
さ
れ
、
再
会
を
喜

３０

び
合
わ
れ
ま
し
た
。
各
自
が
自
慢
の
手
づ
く
り
料
理
や

飲
み
物
を
持
ち
寄
っ
て
の
宴
会
で
し
て
、
故
郷
で
の
宮

ご
も
り
を
思
い
出
さ
せ
、
話
に
花
が
咲
き
、
と
っ
て
も

楽
し
い
花
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
に
は
、
町
観
光
協
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る

金
持
神
社
札
所
の
収
益
金
か
ら
３
５
１
万
円
余
を
町
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冨
谷
進
会
長
か
ら
「
昨
年

４
月
か
ら
運
営
し
て
い
る
が
、
皆
が
知
恵
を
出
し
、
汗

を
か
い
て
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
収
益
金
を
出
せ
ま
し
た
。

町
の
財
政
再
建
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
寄
付
を
し

ま
す
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
感
動
を
受

け
、
こ
の
お
金
を
ま
ち
の
観
光
振
興
に
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
４
月
に
は
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
観
察
小
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
た
募
金
箱
に
集
ま
っ

た
お
金
、
４
万
３
千
円
余
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
池
岡
幸
三
代
表
は
、「
財
政
再
建
中
の

町
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
善
意
を
酌
ん
で
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

ご
寄
付
の
申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
皆
さ
ん
有
り
難
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
多
く
の
人
々
の
励
ま
し
に
対
し
厚
く
お
礼
を

申
し
の
べ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
厚
意
を
無
に
す
る

こ
と
な
く
、
必
ず
再
建
し
て
み
せ
る
ぞ
と
強
く
心
に

誓
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
（
５
月
２
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第１４回

『お先に！北で待ってるよ』
撮影●大西　隆さん（大阪府茨木市）
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